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高等学校国語教科書における「羅生門j定番化に関する一検討
-1973年から2007年における「羅生門jと「舞踏会Jの採録状況の変遷に着目して-















































































渡辺 (1974)は，東京書籍版 f現代国語-jの単元円、説 1Jに収録された小説(芥川龍之介
「舞踏会Jと志賀直哉「濠端の住まいJ)の第一次感想について挙手による調査を行い，以下の結
果が出た(表2参照)。
表 2から分かるように， 2編のうち， I舞踏会jが「おもしろいjと答えた生徒は非常に少な
い。また，渡辺(1974:490-491)は授業後も伺様の調査を行い， I舞踏会jの支持者が6名に上
がったと述べ，作品に対する生徒の評判の悪さは十分に改善されなかったと報告した。























































石崎 (1975) と船登 (1976)の主張には共通点が多い。例えば，船登(1976)が述べた「現代












成がなくなった。その代わりに 1-2学年では現代文-古文・漢文を総合的に扱う f国語1J r国















表 3 芥川小説収録教科書と未収録教科書 (1982年一2007年)
f冨語 1J (昭和53年版) 「愚語 1J (平成克年版) f国語総合J(平成10年版)
作品・[タイトル] 使用開始年度 使用開始年度 使用開始年度





融門 2 2 2 3 15 16 17 14 19 25 20 24 
芥JlI小説未収録 2 3 5 2 
合計 17 20 22 23 26 33 20 24 





た代替物よりも， r定番」を求める現場の声の強さを物語っている。 (p.18) 
果たして幸田 (2013)の解釈は妥当であろうか。まず， r空白期間の存在はく定番化〉への抵
抗感の現れ (p.18) Jかどうかを 4.1で検討する。次に， rその後の復活はそうした代替物より
も， r定番Jを求める現場の声の強さ (p.18)Jの現れかどうかを 4.2で検討する。
4. 1 r盟諸 1J時代に見られる「羅生門」から「舞踏会jへの変更
「国語1J時代に見られる「羅生門」から「舞踏会」への変更の背景として「羅生門jないしは
芥)1小説が抱える教材としての問題点(佐々木， 1968;日本教職員組合編， 1972・1981・1984・
1993など)という要因が考えられる。なお 佐々木 (1968) と呂本教職員組合編(1972・1981・
1984 . 1993)では f羅生門」が抱える問題点として異なる理由を挙げている。

























































4. 2. 1 日教組の影響力の低下
日教組の影響力の低下の原因は，次の 2点が挙げられる。 1点呂として そもそも日教組は
小・中学校を中心とした組織であり，高等学校教諭の組織加入率は低かったことである















員組合編， 1984 : 28-29) Jにさせるためではなく，作品を通して，生徒に人生について考えさせ
るという小説単元の指導目標を達成するためである(阿)1ほか編， 1988・1994;大関ほか編，
1998 ;松村ー ほか編， 1991;山本ほか編， 1991) 0 (7) それは， r人間とは何か，あるいは人生いかに
生きるべきかという個に目覚めた近代人の疑問と発想が根底に横たわっている(大関ほか編，

























































(1994) r高等学校国語 1 教授資料j学校図書
石1宥等(1975)i芥JlI龍之介「羅生門J(付「舞踏会J. i雛J)J増淵恒吉ほか編『高等学校国語科










佐々木啓之(1968)1高校霞語教材としての芥)1文学Jr国文学.]13-15， pp. 125-128 
総務省統計局 (2016)1司教組加入率・新採加入率の推移Jhttp://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/ 













(1994) r高等学校国語 1:教授資料 第1分冊j旺文社
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注
( 1 ) 中央図書の教科書(①)を対象としない理由は二つある。一つ自は，小説教材の変更があ
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( 2 ) 尚学図書は当時， i現代田諾Jの教科書を複数種類出版していた。ここでは， i難踏会Jが
採録されていた f高等学校新選現代国語-j (1973年)・改訂版(1976年)・三訂版 (1979年)
に着自する。
( 3 ) 尚学図書は当時， r国語1Jの教科書を複数種類出版していた。ここでは， r羅生向jが採
録されていた『高等学校新選j童話 1j (1982年)・改訂版(1985年).三訂版 (1988年)・田訂
版 (1991年)に着目する。
( 4 ) 藤多(1976) による「舞踏会」の教材研究は，題目に「舞踏会Jがない渡辺(1974)の授
業実践報告について詳しく検討し，その知名度を高めることに貢献した。
( 5 ) 日本近・現代文学研究者である。当時は跡見学菌短期大学講師であった。
( 6 ) 当時，共立女子高等学校教諭であった。
( 7 ) それは，人間・社会・人生について考えを深める教材を取り上げることが強調されるよう
になった学習指導要領の記述を踏まえたためであったと考えられる。昭和53年版の科目「思
語 1Jの「理解」の指導事項として，聞いたり読んだりして「人間，社会，自然などについ
て考えを深めること(文部省， 1978: 12) Jとあったが，平成元年版になると，それに加えて，
教材に関する「内容の取扱いjの事項に「生活や人生について考えを深め，人間性を豊かに
し，たくましく生きる意志を培うのに役立つ(文部省， 1989: 13) Jかつ「人間，社会，自然
などに広く目を向け 考えを深めるのに役立つ(文部省， 1989:13)J教材を取り上げること
が挙げられている。平成10年版により，科目 f国語 1Jの代わりに f間語総合Jが新設され
たにもかかわらず，前述した「内容の取扱いjの事項はいずれも継続されたO 教科書検定に
通るためには学習指導要領の条件をクリアしなければならないため，教科書会社は上記のよ
うな記述を意識しながら，教材選定をした可能性が高い。
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